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う！
市政を

問う！

今
年
度
に
発
行
予
定
の

ふ
く
つ
ペ
イ
の
内
容
や
金
額

を
伺
う
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
に
発
行
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム

券
は
、
今
年
度
も
発
行
す
る

予
定
が
あ
る
の
か
。

観
光
協
会
の
補
助
金
が

年
々
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
法

人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）に
補
助
金
が
振

り
分
け
ら
れ
た
の
か
。

今
年
度
の
ふ
く
つ
ペ
イ

は
、発
行
額
７
０
０
０
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
昨
年
度
と

同
じ
ù÷
％
の
予
定
。
発
行
時

期
は
現
在
未
定
で
、
商
工
会

で
詳
細
が
決
ま
れ
ば
広
報
や

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
券
発
行
の
実
施

は
予
定
さ
れ
て
な
い
。

ひ
か
り
の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福

津
が
令
和
４
年
度
か
ら
本
格

始
動
し
、
市
は
補
助
金
を
交

付
。
観
光
協
会
と
事
業
仕
分

け
を
行
い
、連
携
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
６
カ
所

の
た
め
池
調
査
と
あ
る
が
、

６
カ
所
の
名
称
と
場
所
は
。

ま
た
、
今
ま
で
に
劣
化
状

況
調
査
が
完
了
し
て
い
る
た

め
池
は
何
箇
所
あ
る
か
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

と
は
何
か
。

福
間
地
区
は
古
堂
池
、

許
斐
池
、
脇
ノ
田
池
、
東
池

の
４
カ
所
、
津
屋
崎
地
区
は

堀
田
池
、
禊み

そ
ぎ

池
の
２
カ
所
。

令
和
３
年
度
は
ø÷
カ
所
、

４
年
度
は
øÿ
カ
所
、
５
年
度

は
øú
カ
所
の
計
ûø
カ
所
の
劣

化
状
況
調
査
を
完
了
し
た
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

と
は
、
決
壊
に
よ
る
浸
水
区

域
に
住
宅
等
が
あ
る
こ
と
、

自
然
的
条
件
等
か
ら
水
害
や

災
害
を
防
止
す
る
必
要
が
特

に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

な
ど
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
要
件
に
該
当
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

人
口
の
増
減
は
行
政
施

策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
そ
の
推
移
予
想
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
は
２
０
１
６
年
に
策

定
、
２
０
２
０
年
に
改
訂
さ

れ
た
。
来
年
度
は
２
度
目
の

改
訂
時
期
で
あ
る
。
過
去
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
参
考
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

ま
た
、
本
市
の
適
正
な
人

口
規
模
の
考
え
は
。

近
年
、
本
市
の
人
口
推

計
は
予
測
が
難
し
い
局
面
だ

っ
た
。
次
期
改
訂
で
は
人
口

増
加
の
ピ
ー
ク
を
見
定
め
た

い
。
関
係
部
署
で
宅
地
開
発

等
の
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
有
識
者
な
ど
の
外
部
知

見
を
活
用
し
つ
つ
取
り
組

む
。
福
岡
市
の
人
口
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

適
正
人
口
は
明
言
で
き
な

い
が
、
人
口
規
模
よ
り
人
口

構
成
が
重
要
と
考
え
る
。

保
育
士
確
保
の
取
り
組

み
は
ど
の
自
治
体
で
も
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
川
区

で
昭
和
ûû
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
保
育
マ
マ
制
度
を
活
用

す
る
の
は
ど
う
か
。

こ
の
制
度
は
、
待
機
児
童

対
策
以
外
の
観
点
で
、
家
庭

保
育
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

た
政
策
と
な
る
が
、
本
市
に

取
り
入
れ
る
考
え
は
。

江
戸
川
区
の
取
り
組
み

を
調
べ
た
が
、
保
育
マ
マ
研

修
や
巡
回
等
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
。ま
た
、家
庭
保
育
と
い

う
と
こ
ろ
で
安
全
性
確
保
も

課
題
で
あ
る
。
保
育
士
を
確

保
す
る
コ
ス
ト
よ
り
も
安
い

と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。

子
育
て
世
代
を
地
域
で
見

守
る
と
い
う
姿
勢
、
多
世
代

交
流
の
観
点
と
し
て
は
、
こ

の
政
策
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
あ

る
と
考
え
る
。

Ｊ
Ｒ
福
間
駅
は
、
１
日

の
利
用
者
数
が
県
内
で
も
多

い
駅
で
あ
る
。
駅
を
安
全
で

快
適
に
利
用
す
る
た
め
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ト
の
フ
ン
被
害
、
み
や

じ
口
階
段
の
天
井
一
部
崩

落
、
バ
ス
停
前
道
路
の
危
険

な
横
断
、
さ
い
ご
う
口
側
ロ

ー
タ
リ
ー
の
雨
天
時
の
浸
水

な
ど
が
あ
る
。市
の
対
策
は
。

福
間
駅
と
周
辺
施
設
が

供
用
開
始
さ
れ
øû
年
が
経
過
。

市
は
定
期
的
な
法
定
点
検
や

清
掃
な
ど
で
維
持
管
理
を
行

っ
て
き
た
。
天
井
崩
落
の
原

因
は
、
ハ
ト
の
フ
ン
や
雨
水

の
侵
入
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
道
路
の
危
険
な
横

断
へ
の
対
策
な
ど
も
含
め
、

今
後
の
方
向
性
や
改
善
策
な

ど
、関
係
団
体
等
と
協
議
し
、

議
会
に
報
告
し
た
い
。

夕
陽
館
の
貸
与
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

東
福
間
駅
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
の
変
更
と
は
。

夕
陽
館
の
貸
与
は
、有
識

者
も
交
え
た
審
査
会
を
設
置

し
、
書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

審
査
を
行
い
、
貸
与
先
候
補

事
業
者
を
選
定
す
る
。
結
果

は
、
７
月
中
旬
頃
に
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
。開

業
時
期
は
、募
集
要
項
で
２
年

以
内
に
開
業
の
条
件
が
あ
る

の
で
、事
業
者
提
案
に
よ
っ
て

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
福
間
駅
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
は
、
昨
年
度

実
施
し
た
公
園
事
業
の
費
用

便
益
分
析
調
査
の
結
果
、
用

地
買
収
を
断
念
し
た
。
そ
れ

に
関
連
し
、
公
園
内
の
下
水

道
汚
水
幹
線
の
移
設
が
不
要

に
な
っ
た
こ
と
が
主
な
変
更

点
で
あ
る
。

発
達
障
が
い
は
、
早
期

発
見
・
療
育
が
重
要
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
３
歳
児

健
診
が
最
終
と
な
る
現
行
体

制
で
は
、
年
齢
的
に
発
見
が

困
難
で
あ
り
、
５
歳
児
健
診

を
基
盤
と
す
る
こ
と
で
多
く

の
把
握
が
可
能
と
な
る
と
の

見
解
を
示
し
た
。
全
国
的
な

実
施
に
向
け
た
費
用
助
成
も

開
始
し
た
。
本
市
の
５
歳
児

健
診
実
施
へ
の
展
望
は
。

発
達
や
情
緒
、
社
会
性

の
観
点
か
ら
集
団
行
動
で
課

題
の
あ
る
幼
児
の
早
期
発
見

と
支
援
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
福
祉
・
教
育
行
政

に
も
た
ら
す
効
果
も
あ
る
。

健
診
実
施
に
あ
た
り
、
実

施
方
法
や
関
係
機
関
と
の
連

携
、
専
門
職
の
確
保
等
、
予

算
面
も
含
め
様
々
な
課
題
は

あ
る
が
、
早
急
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
調
査
と
準
備
を
進

め
て
い
く
。

髙山 賢二 議長

今回の
一般質問は
15人でした

一 般質問という議員主導の
政策論議議員͕ࢢ長΍ڭҭ委員ձなͲʹର͠

ͯɺࢢ੓શൠͷࣥ行ঢ়گ΍ํ਑౳Λ
໰͏ͨΓɺઆ໌ΛٻΊͨΓ͠まͨ͠ɻ

今年度発行のふくつペイの金額と割増率は

92カ所ある防災重点農業用ため池とは

次期人口ビジョン改訂への取り組みは

４月時点の待機児童数と今後の対策は

福間駅の安全と快適な利用への対策は

夕陽館の貸与事業者募集の進捗状況は

５歳児健診の必要性と今後の展望は

昨年度同様、プレミアム率20％で発行額7000万円の予定

決壊によって住宅が浸水する可能性があるため池である

関係部署と連携し、外部知見を活用しながら改訂する

法定待機０人、特定園希望等165人、保育士確保が課題

それぞれの関係団体等と協議の上、対策を講じていく

５月末で受付を終了し、応募があったため審査を行っている

必要性は認識しており、早期実施へ向け調査研究を行う

秦 浩 
議員

倉元 敏徳 
議員

中村 恵輔 
議員

大山 隆之 
議員

中村 晶代 
議員

榎本 博 
議員

井手口 忠信 
議員
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8議 会 だ よ り  ふ く つ9 議 会 だ よ り  ふ く つ



23͔Β࿥ը഑৴ʹΞΫηεͰ͖·͢ɻ う！
市政を

問う！
災
害
時
用
の
簡
易
ト
イ

レ
等
の
備
蓄
の
現
状
は
。
ま

た
、
簡
易
ト
イ
レ
等
を
備
蓄

す
る
の
は
備
蓄
倉
庫
で
は
な

く
、
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
と

判
断
し
た
ら
す
ぐ
に
使
え
る

よ
う
、
避
難
所
に
な
る
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
に
備
蓄
す
べ

き
で
は
。

こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の

シ
ー
ズ
ン
だ
が
、
災
害
対
策

は
万
全
な
の
か
。

県
の
備
蓄
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
想
定
避
難
者
の
１

日
分
に
あ
た
る
携
帯
ト
イ
レ

１
万
１
４
０
０
セ
ッ
ト
、
簡

易
式
ト
イ
レ
は
üû
基
を
備
蓄

倉
庫
等
に
備
え
る
。
備
蓄
場

所
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

点
検
等
も
含
め
て
、
避
難
所

を
管
理
し
て
い
る
関
係
部
署

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
は
、
職
員
が
日

頃
の
訓
練
を
生
か
し
迅
速
に

動
け
る
よ
う
備
え
て
い
る
。

部
活
動
が
地
域
移
行
に

な
っ
た
場
合
の
課
題
は
。
ま

た
、
国
の
政
策
意
図
と
の
違

い
を
踏
ま
え
て
、
市
の
考
え

方
と
方
針
を
伺
う
。

市
の
地
域
移
行
の
課
題

は
、
方
向
性
が
未
定
で
あ
る

こ
と
。
練
習
場
所
と
指
導
者

の
確
保
も
必
要
で
あ
る
。
地

域
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
場
合
は

使
用
す
る
道
具
は
個
人
負
担

と
な
る
。
部
活
動
の
延
長
な

ら
ば
、
学
校
長
の
判
断
で
学

校
施
設
や
楽
器
な
ど
の
使
用

が
可
能
と
考
え
る
。

国
の
方
針
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
休
日
部
活
動
の
完
全

地
域
移
行
。
少
子
化
を
根
底

に
し
た
国
の
政
策
と
本
市
の

状
況
は
異
な
る
が
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
は
す
べ
き
。

今
後
、協
議
会
で
の
審
議
、

生
徒
の
意
見
聴
取
を
行
い
、

本
市
に
即
し
た
部
活
動
地
域

移
行
の
方
向
性
を
考
え
る
。

５
月
時
点
で
法
定
待
機

児
童
は
７
人
、
特
定
園
希
望

等
は
１
７
３
名
で
あ
る
。
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
認

定
こ
ど
も
園
化
の
検
討
よ
り
、

待
機
児
童
解
消
が
本
来
す
べ

き
こ
と
で
は
な
い
か
。ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
と
保

育
園
部
と
幼
稚
園
部
の
混
在

に
よ
り
、
一
人
一
人
の
把
握

や
管
理
が
煩
雑
に
な
る
等
の

不
利
益
が
懸
念
さ
れ
る
。

当
事
者
で
あ
る
大
和
保
育

所
保
護
者
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園

化
に
反
対
ü÷
％
、賛
成
９
％
、

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
û÷
％

で
あ
る
。
見
解
は
。

認
定
こ
ど
も
園
に
す
る

か
ど
う
か
も
今
後
の
議
論
。

総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。
認
定
こ
ど
も
園
を
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
状
況
も
あ

り
、
保
護
者
へ
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
、
年
金
受
給
者
や
自
営

業
者
、
無
職
、
子
ど
も
等
で

あ
る
。
０
歳
児
に
も
保
険
税

が
か
か
り
、
子
ど
も
の
数
が

多
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
い
。

国
は
令
和
４
年
度
か
ら
未

就
学
児
の
均
等
割
の
半
額
減

免
を
導
入
し
た
。
免
除
で
は

な
く
半
額
減
免
で
あ
る
。小・

中
・
高
校
生
に
は
減
免
が
な

い
。
国
保
税
率
を
決
め
る
の

は
福
津
市
。
市
独
自
の
施
策

と
し
て
øÿ
歳
以
下
の
均
等
割

の
免
除
を
し
て
は
。

市
独
自
で
均
等
割
の
減

免
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
国
が
均

等
割
減
免
の
対
象
者
拡
大
に

つ
い
て
、
地
方
創
生
や
地
方

か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
、
国

保
財
政
に
与
え
る
影
響
を
考

慮
し
な
が
ら
議
論
す
る
と
し

て
お
り
、
今
後
も
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

災害時、断水した場合のトイレの備えは

部活動のあり方と地域移行の方針は

本市唯一の「公立」大和保育所の存続は

高い国保税、18歳以下まで免除しては

不便のないように、簡易トイレ等を備蓄倉庫などに備える

スポーツ・文化活動環境の持続性を考え、方針を検討する

保育園と幼稚園機能を併せ持った認定こども園化を検討

対象拡大について国が議論しており、その動向を注視する

石田 まなみ 
議員

中村 清隆 
議員

戸田 進一 
議員

岩下 豊 
議員
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香
害
に
つ
い
て
、
全
庁

的
方
針
を
ど
う
決
め
た
の
か
。

昨
年
度
に
実
施
予
定
だ
っ

た
学
校
で
の
香
害
ア
ン
ケ
ー

ト
が
未
実
施
で
あ
る
。
今
年

度
に
実
施
す
る
の
か
。

昨
年
の
答
弁
で
は
、「
市
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
」と
言

い
つ
つ
も
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
ふ
く
つ
に
掲
載
す

る
こ
と
も
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
り
得
る
」と
、
逃
げ
の

発
言
だ
っ
た
。
市
長
自
ら
行

動
す
る
事
が
大
事
で
あ
り
、

大
き
な
力
に
な
る
の
で
は
。

啓
発
が
重
要
と
い
う
方

針
を
立
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
校
長
会
の
意
見
も
踏
ま

え
内
容
を
精
査
し
、
今
年
度

実
施
す
る
予
定
で
調
整
中
。

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
効

果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

潔く市長自ら行動する事が重要では
香害の効果的な啓発方法を前向きに検討していきたい

豆田 優子 
議員
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今
回
の
調
査
を
経
て
施

設
維
持
管
理
状
況
調
査
の
必

要
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

施
設
利
用
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
は
必
要
で
は
な
い
か
。

問
題
点
が
あ
っ
た
際
は
、

改
善
計
画
や
経
過
報
告
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

今
回
の
調
査
は
法
整
備

な
ど
を
行
わ
ず
に
試
験
的
に

導
入
し
た
側
面
は
あ
る
が
、

一
定
程
度
の
意
義
は
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

問
題
点
は
大
小
あ
れ
ど
、

施
設
ご
と
に
抱
え
て
い
る
可

能
性
は
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
利
用
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
、
担
当
課
が
必
要
と
判

断
し
た
と
き
に
行
う
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

施
設
管
理
委
託
に
お
い
て

至
ら
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、

そ
の
部
署
内
で
改
善
を
行

い
、
そ
の
後
の
契
約
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

新
設
校
の
盛
土
に
よ
り

地
点
９
は
þ÷
㎝
以
上
浸
水
深

が
深
く
な
り
、
地
点
９
の
東

側
の
ア
パ
ー
ト
は
更
に
þù
㎝

以
上
浸
水
深
が
深
く
な
る

と
、
住
民
説
明
会
で
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

盛
土
を
調
整
し
た
軽
減
策

で
は
３
㎝
～
５
㎝
の
軽
減
と

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
回
の
説
明
会
で
合
意
形

成
で
き
た
の
か
。
次
回
は
。

浸
水
深
を
色
分
け
し
、

代
表
的
な
場
所
を
選
定
し
て

い
た
。
近
隣
に
ýý
㎝
で
は
な

く
þ÷
㎝
を
超
え
る
所
も
あ
っ

た
。
そ
の
点
は
説
明
す
べ
き

だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

浸
水
の
軽
減
は
、
幅
を
持

た
せ
た
区
分
を
基
に
説
明
を

行
っ
た
。
メ
ッ
シ
ュ
図
を
見

な
が
ら
な
ら
、
も
う
少
し
違

う
説
明
に
な
っ
た
と
思
う
。

次
回
は
、
６
月
ú÷
日
に
説

明
会
を
開
催
す
る
。

千
葉
県
流
山
市
で
は
全

て
の
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

教
育
と
し
て
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育（
合
理
的
配
慮
）の

考
え
方
や
取
り
組
み
を
広
報

で
特
集
し
て
い
る
。
本
市
で

は
今
後
こ
の
考
え
方
を
ど
う

認
知
し
、
啓
発
す
る
の
か
。

ま
た
、
日
常
生
活
を
送
る

上
で
医
療
行
為
が
必
要
な
医

療
的
ケ
ア
児
を
、
他
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
の
か
。

本
市
で
も
周
知
に
つ
い

て
関
係
課
で
協
議
し
た
い
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・
保

育
は
、
年
齢
や
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な

支
援
を
受
け
な
が
ら
同
じ
場

で
教
育
や
保
育
が
受
け
ら
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
を
基
に
各
機

関
と
連
携
し
、
医
療
的
ケ
ア

児
等
の
支
援
や
理
解
が
高
ま

る
よ
う
に
取
り
組
む
。

施設維持管理状況調査の今後の必要性は

調査結果を正しい数値で説明すべきでは

インクルーシブ教育・保育の周知方法は

今後の継続は、実施する部署と協議して行っていきたい

住民説明会の説明より浸水深が大きい所があったと認識

各機関と連携し、インクルーシブへの理解を促進したい

山本 祐平 
議員

佐伯 美保 
議員

福井 崇郎 
議員
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1 0議 会 だ よ り  ふ く つ1 1 議 会 だ よ り  ふ く つ


